
３．今後の展望 
現在、医学群では医学類を中心とし、医学教育の

国際認証評価制度※を視野に入れたカリキュラムの
見直しを検討している(写真 2 )。医学教育の基本的
水準、質的向上を目指して、教員とともに技術職員
のできる最大限の支援ができるよう、努力していき
たい。※ 2023 年から国際認証を受けていない医学
部の学生はUSMLE(米国医師国家試験)の受験を認
められない。 

 
写真 2.  国際認証制度に関する FD  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考文献 
[1] 森田(阿部)倫子 他. PCME における技術職員の業務

とその役割 I～カリキュラム担当～,  第 5 回筑波大

学技術職員技術発表会報告集(2006)12-16. 
[2] 土田聡美 試験問題作成支援システムの開発   

第 11 回筑波大学技術職員技術発表会報告集 
(2012)1-6  

[3] 小野瀬惠里子 他. 医学類におけるカリキュラムアン

ケートの活用について  第 10 回筑波大学技術職員

技術発表会報告集(2011)60-64  
[4] 菅江則子 医学類での聴覚障害学生への支援につい

て  第 9 回筑波大学技術職員技術発表会報告集 
(2010)20-22  

[5] 郷田規久子 他. 医学群 3 学類小グループ討論の支

援について  第 9 回筑波大学技術職員技術発表会報

告集(2010)17-19  
[6] 森本喜代子 他. 医学群 3 学類合同演習の支援につ

いて, 第 10 回筑波大学技術職員技術発表会報告集
(2011)65-69. 

[7] 阿部まゆみ 他. PCME における技術職員の業務とそ

の役割 II～実習担当～,  第 5 回筑波大学技術職員

技術発表会報告集(2006)17-21. 
[8] 佐藤尚江. OSCE(客観的臨床技能試験)実施支援につ

いて, 第 10 回筑波大学技術職員技術発表会報告集
(2011)51-53. 

[9] 大里和美 他. 臨床技能実習室(スキルスラボ)の概要

と業務について, 第 10 回筑波大学技術職員技術発

表会報告集(2011)54-59. 
[10] 木内美紀 他. 医療科学類の実習支援, 第 9 回筑波

大学技術職員技術発表会報告集(2010)43-46. 
 

 

 
  

 

305-8575  1-1-1 

 4 
 

 3 

-

 6 
 

 3 

 

 
3 

(1)
(2) (3)

 

( )

 

( )

 

( )
 

 
 3 

 

 

79

筑波大学技術報告 
34 : 71 - 91 , 2014




